
（1）　平成 30 年 2 月 16 日 第 57 号日 聖人門連だより

　
『
門
連
だ
よ
り
第
五
十
五
号
』

で
も
す
で
に
ご
報
告
の
通
り
、

日
蓮
聖
人
門
下
連
合
会
で
は
平

成
三
十
三
年
二
月
十
六
日
に
お

迎
え
す
る
「
日
蓮
聖
人
御
降
誕

八
〇
〇
年
」
に
向
け
、
複
数
の

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
昨
年
七
月
七
日
に
開

催
さ
れ
た
身
延
理
事
会
に
て
「
御

降
誕
八
〇
〇
年
慶
讃
事
業
実
行

委
員
会
」
が
正
式
に
発
足
し
、

現
在
二
十
数
名
の
委
員
に
よ
り

活
発
な
活
動
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

今
号
で
は
そ
の
中
の
主
な
四

つ
の
事
業
に
つ
い
て
、
現
況
を

報
告
し
た
い
。

①
機
関
紙
『
門
連
だ
よ
り
合
本
』

刊
行

　

昨
年
十
月
十
三
日
、
記
念
慶

讃
事
業
の
先
駆
け
と
し
て
、『
門

連
だ
よ
り
合
本
』（
創
刊
号
〜
第

五
十
号
）
を
刊
行
し
、
加
盟
教

団
や
門
連
関
係
者
、
宗
門
大
学

等
の
関
係
機
関
へ
配
布
し
た
。

ま
た
、
合
本
デ
ー
タ
は
デ
ジ
タ

ル
化
し
、
門
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
る
。

　
『
門
連
だ
よ
り
』
は
昭
和

六
十
一
年
四
月
二
十
八
日
に
創

刊
号
が
発
行
さ
れ
、
そ
の
後
、

主
に
年
二
回
の
ペ
ー
ス
で
刊

行
。
刊
行
当
初
は
白
黒
で
あ
っ

た
紙
面
も
第
三
十
四
号
（
平
成

十
八
年
十
月
十
三
日
刊
行
）
よ

り
フ
ル
カ
ラ
ー
に
一
新
し
、
平

成
二
十
六
年
十
月
十
三
日
に
第

五
十
号
の
節
目
を
迎
え
た
。

　

創
刊
か
ら
二
十
八
年
間
の
当

会
を
取
り
巻
く
環
境
や
歴
史
な

ど
を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
歴
史
資
料
の
制
作
・
保

存
の
意
味
も
あ
っ
た
。

　

な
お
、
制
作
に
あ
た
り
、
法

華
宗
（
本
門
流
）
宗
務
院
と
展

転
社
よ
り
紙
面
原
稿
提
供
の
協

平成 30年 2月 16 日

第 57 号

◆
昨
年
、
三
十
三
回
忌
を
迎

え
ら
れ
た
恩
師
日
本
山
妙
法

寺
藤
井
日
達
山
主
の﹁
文
明
﹂

に
つ
い
て
の
お
言
葉
が
あ
り

ま
す
。

◆
﹁
文
明
と
は
、
電
灯
の
つ

く
こ
と
で
も
な
い
。
飛
行
機

の
あ
る
こ
と
で
も
な
い
。
原

子
爆
弾
を
製
造
す
る
こ
と
で

も
な
い
。
文
明
と
は
、
人
を

殺
さ
ぬ
こ
と
で
あ
り
、
物
を

壊
さ
ぬ
こ
と
で
あ
り
、
戦
争

を
し
な
い
こ
と
で
あ
り
、
相
互
に
親

し
む
こ
と
で
あ
り
、
相
互
に
敬
う
こ

と
で
あ
る
。﹂

◆
ま
た
、﹁
現
在
の
憲
法
﹂
に
つ
い
て
、

﹁
人
類
の
生
き
て
い
く
道
は
、
平
和
に

暮
ら
す
こ
と
、
争
い
を
し
な
い
こ
と
、

こ
れ
だ
け
を
仏
様
の
教
え
に
よ
っ
て

習
い
き
わ
め
て
、
現
在
の
憲
法
を
宗

教
的
信
念
に
よ
っ
て
持た

も

た
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
え

て
、
こ
の
憲
法
を
守
り
ま
す
﹂
と
の

お
言
葉
も
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

◆
百
一
歳
で
遷
化
な
さ
れ
た
日
達
山

主
は
、﹁
戦
争
を
想
定
す
れ
ば
、
今
の

時
代
で
は
、
ど
こ
に
爆
弾
が
飛
ん
で

来
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
危
険

が
あ
る
と
い
う
の
な
ら
ば
、
日
本
国

中
全
部
、
爆
弾
よ
け
の
準
備
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
す
べ
て
の
国

民
全
部
、
戦
争
体
制
に
入
れ
ば
、
日

本
国
は
安
穏
か
。
安
穏
で
な
か
っ
た

実
例
を
私
は
知
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

れ
は
明
治
以
来
の
日
本
の
軍
国
主
義

で
あ
り
ま
す
。
今
、
人
類
が
平
和
を

求
め
る
と
い
う
の
な
ら
ば
、
戦
争
を

し
な
い
こ
と
を
前
提
に
し
て
、
そ
こ

に
我
々
は
、
日
々
努
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
﹂
と
獅
子
吼
な
さ

れ
ま
し
た
。

◆
私
た
ち
日
本
山
妙
法
寺
が
、

一
九
五
八
年
か
ら
毎
年
行
っ
て
お
り

ま
す
二
ヶ
月
間
の
東
京
～
広
島
の
平

和
行
進
で
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
え
、

団
扇
太
鼓
を
撃
っ
て
、﹁
私
た
ち
の
一

人
ひ
と
り
の
一
歩
一
歩
の
歩
み
と
祈

り
で
、
我
が
心
の
思
い
あ
が
り
と
い

う
曇
り
を
払
い
除の

け
、
人
の
生
命
を

尊
び
、
人
の
苦
悩
を
悲
し
む
慈
悲
の

心
を
起
こ
さ
し
め
ま
し
ょ
う
！
﹂
と

祈
り
訴
え
、
歩
き
続
け
て
お
り
ま
す
。

◆
今
年
も
恩
師
の
お
言
葉
を
い
た
だ

き
、
八
月
六
日
の
広
島
、
八
月
九
日

の
長
崎
に
向
け
て
歩
き
続
け
ま
す
。

（
日
本
山
妙
法
寺
僧
侶 

武
田
隆
雄
）

﹁
日
蓮
聖
人
御
降
誕
八
〇
〇
年
記
念
慶
讃
事
業
﹂

活
動
報
告
１

と
が
で
き
た
。

②
門
下
連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

門
下
連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
半
年
以
上
の
準
備
を
経
て
、

昨
年
十
月
二
十
六
日
に
開
設
さ

れ
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
現
在
、

「
門
下
連
合
会
と
は
」「
宗
派
一

覧
」「
お
知
ら
せ
」「
刊
行
物
」

と
い
う
四
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
「
門
下
連
合
会
と
は
」
で
は
、

当
会
の
設
立
の
目
的
や
活
動
内

容
、
発
足
か
ら
現
在
ま
で
の
年

表
を
掲
載
し
、
広
く
門
下
連
合

会
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
内
容

と
な
っ
て
い
る
。

　
「
宗
派
一
覧
」
で
は
、
門
連
加

盟
の
十
一
団
体
の
紹
介
ペ
ー
ジ

が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
寺
院
数

等
の
情
報
が
掲
載
さ
れ
、「
お
知

ら
せ
」
に
は
、
行
事
や
会
議
な

ど
の
情
報
を
随
時
掲
載
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

　
「
刊
行
物
」
に
は
、『
門
連
だ

よ
り
』
創
刊
号
か
ら
最
新
号
ま

で
を
掲
載
し
、
ま
た
、『
門
連
だ

よ
り
合
本
』
や
『
日
蓮
聖
人
門

下
連
合
会
五
十
年
の
歩
み
』
と

い
う
記
念
誌
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー

タ
も
掲
載
し
て
い
る
。
刊
行
物

の
一
部
で
は
文
字
検
索
も
可
能

と
な
っ
て
お
り
、
情
報
収
集
に

も
役
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

ネ
ッ
ト
社
会
の
今
、
各
教
団

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
相
互
リ
ン

ク
さ
せ
て
情
報
を
共
有
し
、
多

く
の
方
に
門
下
連
合
会
か
ら
の

情
報
を
発
信
し
て
い
け
る
よ
う
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
よ
り
一
層
の

充
実
を
目
指
し
て
い
る
。

【U
R
L

】 http://nichiren-
m
onka.org/

③
嵐
圭
史
氏
に
よ
る
日
蓮
聖
人

御
遺
文
の
朗
読
劇
全
国
行
脚

　

昨
年
十
一
月
二
十
八
日
、
当

会
主
催
に
よ
る
元
・
前
進
座
の

看
板
俳
優 

嵐
圭
史
氏
の
一
人

語
り
「
日
蓮
さ
ま
の
お
心
に
聴

こ
う
」
お
披
露
目
公
演
が
東
京

大
田
区
に
あ
る
日
蓮
宗
宗
務
院

講
堂
で
開
か
れ
た
。
当
日
は
約

八
十
名
が
聴
聞
し
、
俳
優
の
朗

読
や
演
技
に
多
く
の
参
加
者
が

つ
と
め
る
な
ど
、
当
会
と
も
深

い
縁
を
持
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
全
国
の
寺
院
や
団
体

か
ら
の
公
演
依
頼
を
受
け
付
け

て
お
り
、
本
年
も
複
数
の
寺
院

で
の
公
演
が
決
定
し
て
い
る
。

全
国
行
脚
は
、
平
成
三
十
四
年

ま
で
の
期
間
限
定
で
行
わ
れ
る

予
定
で
あ
る
。

　

な
お
、
公
演
は
地
域
単
位
や

複
数
寺
院
で
の
共
同
開
催
、
一

寺
院
で
の
単
独
開
催
な
ど
も
可

能
で
あ
り
、
時
間
や
場
所
な
ど

も
要
望
に
合
わ
せ
、
多
く
の
檀

信
徒
・
未
信
徒
に
日
蓮
聖
人
の

御
遺
文
の
魅
力
を
身
近
で
感
じ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
内
容
と

な
っ
て
い
る
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
株
式

会
社 

圭け
い

史し

企
画
（
℡ 

〇
三
―

五
九
〇
三
―
八
八
六
八
）、
ま
た

は
、
日
蓮
聖
人
門
下
連
合
会
事

務
局
（e-m

ail:m
onren@

nichir
en.or.jp

）
ま
で
。

④
中
国 

草
堂
寺
結
集

　

中
国
・
西
安
に
あ
る
草
堂
寺

は
、『
妙
法
蓮
華
経
』
を
鳩
摩
羅

什
三
蔵
が
漢
訳
さ
れ
た
と
伝
わ

る
聖
地
で
あ
り
、
鳩
摩
羅
什
三

蔵
の
墓
地
も
あ
る
特
別
な
地
で

あ
る
。

　

日
蓮
聖
人
は
法
華
経
の
行
者

と
し
て
お
題
目
を
弘
め
る
に
あ

た
り
、
鳩
摩
羅
什
訳
の
『
妙
法

蓮
華
経
』
を
拠
り
所
と
さ
れ
て

き
た
の
は
ご
承
知
の
通
り
で
あ

る
。
鳩
摩
羅
什
は
数
多
く
の
経

典
を
漢
訳
し
て
い
る
が
、
我
々

が
普
段
拝
読
す
る
『
妙
法
蓮
華

経
』
は
鳩
摩
羅
什
あ
っ
て
の
も

の
で
あ
り
、
日
蓮
聖
人
に
と
っ

て
も
そ
の
存
在
が
大
き
い
。

　

日
蓮
聖
人
に
と
っ
て
不
可
欠

な
存
在
で
あ
っ
た
鳩
摩
羅
什
三

蔵
の
遺
徳
を
偲
び
、
ま
た
、
縁

あ
る
そ
の
地
を
多
く
の
門
下
が

訪
れ
て
顕
彰
し
、
記
念
法
要
を

す
る
こ
と
が
企
画
の
趣
旨
で
あ

る
。

　

そ
の
準
備
と
し
て
、
本
年
五

月
か
ら
六
月
頃
に
実
行
委
員
に

よ
る
現
地
下
見
を
実
施
し
、
翌

平
成
三
十
一
年
五
月
か
ら
六
月

頃
に
門
下
全
体
で
の
草
堂
寺
団

参
を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、

多
く
方
が
参
加
で
き
、
門
下
の

交
流
を
深
め
ら
れ
る
団
参
内
容

を
企
画
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
現
地

下
見
終
了
後
に
報
告
さ
せ
て
い

た
だ
く
予
定
で
あ
る
。

〒 146-8544
東京都大田区池上 1-32-15
  電話（03）3751-7181
 http://nichiren-monka.org/

発　　行
日 聖人門下連合会

力
を
い
た
だ
き
、
ま
た
、

原
寸
大
で
の
制
作
・
製

本
が
難
し
い
と
言
わ
れ

た
中
、
株
式
会
社 

光
邦

に
編
集
・
製
本
・
発
送

と
ご
尽
力
い
た
だ
き
、

刊
行
を
無
事
迎
え
る
こ

門連だより合本

魅
了
さ
れ
、
全
国
行
脚

に
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
た
。

　

嵐
氏
は
「
日
蓮
聖
人

第
七
百
遠
忌
」
の
際
、

特
別
記
念
企
画
「
日
蓮

劇
」
の
主
演
を
昭
和

五
十
四
年
か
ら
約
三
年

門下連合会ホームページ
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︽
各
派
の
ペ
ー
ジ
︾
第
十
一
回

﹁
京
都
日
蓮
聖
人
門
下
連
合
会 

十
六
本
山
マ
ッ
プ
～
法
華
八
本
山
編
﹂

日真上人が長亨2年
（1488年）に開創。江戸
時代、二度の大火に遭
いながらも本堂は焼失を
免れた。
「鬼子母神が人となり防
火に勤めた」と伝説が残
る「千代の井戸」も現存。
明暦3年（1657年）再建
当時の姿を残した本堂
は、京都十六本山で最
古のもの。

日隆上人が応永22年
（1415年）に開創。以来、
度重なる戦乱や大火な
どによって5度の焼失、7
度の再建を行った。歴
史上でも有名な事件
「本　寺の変」は4度目
の再建後に勃発。永い
歴史の中で守りぬいた
宝物は境内の宝物館に
て公開している。

日像聖人によって永仁2
年（1294年）に創建。豊
臣秀吉が寄進した名石
「臥牛石」を中央に配し
た「十六羅漢石庭」は、
桂離宮造園時に指示を
行われた「妙蓮寺」の
僧、玉淵坊日首上人の
作。予約をすれば、収蔵
庫も拝観可能。展示物
の内容はお問い合わせ
を。

日陣聖人が応永13年
（1406年）に開創。天
文8年（1539年）、後奈
良天皇に召された日
覚上人が宮中で法華
経を講じられたことか
ら勅願寺に定められる。
本堂は現在地に至る
まで4度の火災にあっ
たことから、これ以上
焼けないように漆喰の
蔵づくりで再建された。

法華八本山寺院紹介
京都の十六本山のなりたち
日蓮聖人がご入滅される折、帝都開教の御遺命を受けられたのは孫弟
子の日像上人でした。伝統的な仏教がすでに根付いた京都での弘通。
弾圧を何度も受けながら、徐々に教えを広められました。戦国時代に入る
と法華経信仰は急速に拡大。延暦寺と衝突した天文法難後は堺へ落ち
延びますが、数年後には京都での復興を果たします。その後も弾圧を受
けることはありましたが、法華経は着実に京都へ根付いていきました。そう
して現代、京都には十六の日蓮聖人門下の本山が息づいています。各
寺院を巡って、重ねた歴史を感じてみませんか。

日什大正師が康応元年（1389年）に開
創。天正11年（1583年）から400年にわ
たって寺町二条に落ち着くが、昭和43
年に喧騒をさけて現地へ移転。能・歌
舞伎で知られる安珍・清姫伝説の鐘や
「雪の庭」と呼ばれる庭園などが公開さ
れている。

日辯上人が延慶元年
（1308年）に開創。明治
2年（1869年）には本門
佛立宗の開導・日扇聖
人によって佛立講の根
本道場と定められる。
本堂内部の御宝前に
は、日蓮大士が自ら開
眼された最古の「日蓮
聖人坐像」（非公開・国
の重要文化財指定）が
奉安されている。

日興上人の付弟であっ
た日尊上人が、延慶元
年（1308年）帝都弘通
の拠点として法華堂を
開かれたことにはじまる
寺院。それ以来、「教学
の山」と「師厳道尊」の
遺風を誇る根本道場と
して今日に至っている。
また、古来より「松の
寺」という異称も持つ。

日淵上人が天正6年
（1578年）に開創。2世
の日海上人は囲碁の名
人で、かつての塔頭の
名をとり本因坊算砂と
名乗られた。寺内では、
本因坊ゆかりの囲碁に
まつわる宝物や囲碁関
係の資料を展示。予約
すれば住職から寺歴や
宝物のいわれについて、
よりくわしい話が伺える。
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日

宗
宗
務
院

管　
　
　

長　

内 

野 

日 

総

宗 
務 
総 

長　

中 

川 

法 

政

伝 

道 
局 
長　

塩 

田 

義 

徹

総 

務 

局 

長　

松 
永 

慈 

弘

伝 

道 

部 

長　

松 
井 
大 

英

教 

務 

部 

長　

北 
山 
孝 
治

総 

務 

部 

長　

大 

場 
正 
昭

財 

務 

部 

長　

木 

村 

吉 

孝

宗
務
総
長
室
長　

木 

内 

隆 

志

現
代
宗
教
研
究
所
長　

三 

原 

正 

資

参　
　
　

与　

山 

口 

裕 

光

参　
　
　

与　

吉 

田 

顕 

綱

日
宗
新
聞
社
社
長　

渡 　

 

義 

生

東
京
都
大
田
区
池
上
一
―
三
二
―
一
五

電　

話　

〇
三
（
三
七
五
一
）
七
一
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
（
三
七
五
一
）
七
一
八
六

http://w
w

w
.nichiren.or.jp

〒
146
｜

8544

法
華
宗︵
本
門
流
︶宗
務
院

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
人
形
町
二
―
一
九
―
一

電　

話　

〇
三
（
五
六
一
四
）
三
〇
五
五

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
（
五
六
一
四
）
三
〇
五
六

http://w
w

w
.hokkeshu.or.jp

〒
103
｜

0013

管　
　
　

長　

桃 

井 

日 

英

宗 

務 

総 

長　

二 

瓶 

海 

照

総 

務 

部 

長　

三 

吉 

廣 

明

教 

学 

部 

長　

清 

水 

常 

光

布 

教 

部 

長　

吉 

崎 

長 

生

財 

務 

部 

長　

久 

野 

晃 

秀

企 

画 

部 

長　

平 

田 

義 

生

顕
本
法
華
宗
宗
務
院

京
都
市
左
京
区
岩
倉
幡
枝
町
九
一

電　

話　

〇
七
五
（
七
九
一
）
七
一
七
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
七
九
一
）
七
二
六
七

〒
606
｜

0015

管　
　
　

長　

山 

本 

日 

惠

宗 

務 

総 

長　

島 

田 

幸 

晴

宗 

務 

次 

長　

秋 

葉 

敬 

真

布 

教 

部 

長　

早 

川 

義 

正

財 

務 

部 

長　

湯 

原 

純 

勇

庶 

務 

部 

長　

津 

村 

乗 

信

社 

会 

部 

長　

藤 

本 

智 

成

教 

務 

部 

長　

湯 

原 

正 

純

法
華
宗︵
陣
門
流
︶宗
務
院

東
京
都
豊
島
区
巣
鴨
五
―
三
五
―
六

電　

話　

〇
三
（
三
九
一
八
）
七
二
九
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
（
三
五
七
六
）
〇
一
二
一

〒
170
｜

0002

管　
　
　

長　

門 

谷 

日 

悠

宗 

務 

総 

長　

西 

山 

英 

仁

総 

務 

部 

長　

牧 

野 

秀 

成

教 

学 

部 

長　

布 

施 

義 

高

教 

化 

部 

長　

松 

𠮷 

慶 

憲

財 

務 

部 

長　

金 

原 

孝 

宜

企 

画 

部 

長　

今 

井 

満 

良

本
門
佛
立
宗 

宗
務
本
庁

京
都
市
上
京
区
御
前
通
一
条
上
る
東
竪
町
一
一
〇
番
地

電　

話　

〇
七
五
（
四
六
一
）
一
一
六
六
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
四
六
四
）
五
五
九
九

〒
602
｜

8377

宗 

務 

総 

長　

木 

村 

日 

覚

宗
務
副
総
長　

亀 

井 

日 

魁

宗
務
副
総
長　

西 

村 　

 

勲

教 

務 

局 

長　

小 

西 

日 

演

弘 

通 

局 

長　

植 

田 

日 

事

総 

務 

局 

長　

小
野
山 

日 

将 

広 

報 

局 

長　

永 

江 

日 

盡

財 

務 

局 

長　

岡 

田 

秀
次
朗

奉 

賛 

局 

長　

藤 

本 

日 

涌

セ
ン
タ
ー
特
別
局
長　

藤 

本 

日 

唱

日

本
宗
宗
務
院

京
都
市
左
京
区
新
高
倉
通
孫
橋
上
ル
法
皇
寺
町
四
四
八

電　

話　

〇
七
五
（
七
七
一
）
三
三
九
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
七
七
一
）
五
九
一
四

〒
606
｜

8362

管　
　
　

長　

丹 

治 

日 

遠

法
華
宗︵
真
門
流
︶宗
務
庁

京
都
市
上
京
区
智
恵
光
院
通
り
五
辻
上
ル
紋
屋
町
三
三
〇

電　

話　

〇
七
五
（
四
四
一
）
五
七
六
二

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
四
四
一
）
五
六
六
六

〒
602
｜

8447

管　
　
　

長　

上 

田 

日 

献

宗 

務 

総 

長　

堀　

  

智 

泰

総 

務 

部 

長　

堀 

内 

浩 

善

教 

学 

部 

長　

峰 

尾 

泉 

栄

教 

化 

部 

長　

木 

田 

慧 

明

社 

会 

部 

長　

坂 

本 

法 

保

財 

務 

部 

長　

寺 

田 

良 

正

参　
　
　

与　

木 

村 

完 

祥

本
門
法
華
宗
宗
務
院

京
都
市
上
京
区
寺
之
内
通
大
宮
東
入
大
本
山
妙
寺
内

電　

話　

〇
七
五
（
四
五
一
）
三
五
二
七

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
四
五
一
）
三
五
九
七

〒
602
｜

8418

宗 

務 

総 

長　

香 

川 

日 

憲

総 

務 

部 

長　

増 

田 

隆 

雄

宗 

務 

部 

長　

吉 

村 

日 

彦

財 

務 

部 

長　

髙 

邉 

晶 

啓

教 

務 

部 

長　

山 

下 

揮 

正

庶 

務 

部 

長　

松 

本 

真 

隆

宗
教
法
人　

国 

柱 

会

東
京
都
江
戸
川
区
一
之
江
六
―
一
九
―
一
八

電　

話　

〇
三
（
三
六
五
六
）
七
一
一
一
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
（
三
六
五
六
）
九
九
八
〇

http://w
w

w
.kokuchukai.or.jp

〒
132
｜

0024

賽　
　
　

主　

田 

中 

壮 

谷

　
　
　
　
　
　

原 

田 

義 

彦

門
連
常
任
理
事　

森 

山 

真 

治

門 

連 

理 

事　

藤 

本 

坦 

孝

　
　
　
　
　
　

的 

場 

春 

奈

理　

事　

長

門 

連 

理 

事

﹁
門
連
だ
よ
り
﹂

編 

集 

委 

員

京
都
日

聖
人
門
下
連
合
会

　
　
　
　

京
門
連
事
務
局京

都
市
中
京
区
寺
町
通
御
池
下
ル

大
本
山
本
能
寺
寺
務
所
内

電　

話　

〇
七
五
（
二
三
一
）
五
三
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
二
一
一
）
二
八
三
八

〒
604
｜

8091

会　
　
　

長　

桃 

井 

日 

英

副　

会　

長　

伊 

丹 

日 

章

理　

事　

長　

佐 

藤 

泰 

慎

副 

理 

事 

長　

橋 

本 

一 

妙

日
本
山
妙
法
寺
大
僧
伽

　
　
　
　

東
京
都
渋
谷
区
神
泉
町
八
―
七

電　

話　

〇
三
（
三
四
六
一
）
九
三
六
三

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
（
三
四
六
一
）
九
三
六
七

〒
150
｜

0045
首　
　
　

座　

吉 

田 

行 

典

責 

任 

役 

員　

酒 

迎 

天 

信

　
　

同　
　
　

今 

井 

行 

康

　
　

同　
　
　

池 

田 

行 

朗

　
　

同　
　
　

二 

宮 

和 

嘉

　
　

同　
　
　

木 

津 

博 

充

　
　

同　
　
　

川 

岸 

行 

孝

日
本
山
妙
法
寺
大
僧
伽
事
務
局

大
阪
日

聖
人
門
下
懇
話
会

理　

事　

長　

佐 

藤 

哲 

夫

副 

理 

事 

長　

佐 

野 

貫 

順

顧　
　
　

問　

奥 

邨 

正 

寬

顧　
　
　

問　

木 

下 

恵 

温
顧　
　
　

問　

藤 

村 

恵 

容

顧　
　
　

問　

門 

谷 

光 

瑞

顧　
　
　

問　

中 

村 

日 

游

顧　
　
　

問　

東 　

 

孝 

信

大
阪
府
大
阪
市
北
区
太
融
寺
町
六
―
十
二

円
頓
寺
内

電　

話　

〇
六
（
六
三
六
一
）
七
六
六
四

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
六
（
六
三
六
一
）
七
六
六
四

〒
530
｜

0051
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日

宗
総
本
山　

身
延
山
久
遠
寺

法　
　
　

主　

内 

野 

日 

総

総　
　
　

務　

井 

上 

瑞 

雄

山
梨
県
南
巨
摩
郡
身
延
町
身
延
三
五
六
七

電　

話　

〇
五
五
六
（
六
二
）
一
〇
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
五
六
（
六
二
）
一
〇
九
四

〒
409
｜

2593

日

宗
大
本
山　

池
上
本
門
寺

貫　
　
　

首　

菅 

野 

日 
彰

執　

事　

長　

金 

子 

元 

彦

　
　
　
　
　

役
職
員
一
同

東
京
都
大
田
区
池
上
一
―
一
―
一

電　

話　

〇
三
（
三
七
五
二
）
二
三
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
（
三
七
五
二
）
三
三
五
〇

〒
146
｜

8576

法
華
宗（
本
門
流
）大
本
山　

光

長

寺

貫　
　
　

首　
　

 

井 

日 

鳳

執　

事　

長　

久
保
木
学
洋

静
岡
県
沼
津
市
岡
宮
一
〇
五
五

電　

話　

〇
五
五
（
九
二
一
）
〇
四
八
四

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
五
（
九
二
一
）
〇
七
三
六

〒
410
｜

0011

顕
本
法
華
宗
総
本
山　

妙

満

寺

貫　
　
　

首　

山 

本 

日 

惠

総　
　
　

務　

吉 

永 

義 

康

執　
　
　

事　

中 

村 

英 

司

執　
　
　

事　

湯 

原 

正 

純

執　
　
　

事　

土 

持 

悠 

孝

執　
　
　

事　

鹿 

野 

恒 

仁

執　

事　

補　

足 

立 

幸 

謙

京
都
市
左
京
区
岩
倉
幡
枝
町
九
一

電　

話　

〇
七
五
（
七
九
一
）
七
一
七
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
七
九
一
）
七
二
六
七

〒
606
｜

0015

法
華
宗（
陣
門
流
）総
本
山　

本

成

寺

貫　
　
　

首　

門 

谷 

日 

悠

執　

事　

長　

笹 

原 

壯 

玄

新
潟
県
三
条
市
西
本
成
寺
一
―
一
―
二
〇

電　

話　

〇
二
五
六
（
三
二
）
〇
〇
〇
八

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
二
五
六
（
三
二
）
〇
〇
五
九

〒
955
｜

0845

法
華
宗（
真
門
流
）総
本
山　

本

隆

寺

貫　
　
　

主　

上 

田 

日 

献

執　

事　

長　

永 

岡 

悠 

希

執　
　
　

事　

本 

多 

信 

正

執　

事　

補　

笹 

木 

研 

吾

書　
　
　

記　

矢 

放 

啓 

亮

京
都
市
上
京
区
智
恵
光
院
通
り
五
辻
上
ル
紋
屋
町
三
三
〇

　
　
　

 

電　

話　

〇
七
五
（
四
四
一
）
五
七
六
二

　
　
　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
四
四
一
）
五
六
六
六

〒
602
｜

8447

奉
安 

門
下
最
古
一
尊
四
士
御
本
尊

門
祖
日
陣
尊
聖
人
六
百
御
遠
忌

大
法
要
厳
修
（
六
月
二
十
一
～
二
十
四
日
）

本
門
法
華
宗
大
本
山　

妙

寺

京
都
市
上
京
区
寺
ノ
内
通
大
宮
東
入
妙

寺
前
町
八
七
五

電　

話　

〇
七
五
（
四
五
一
）
三
五
二
七

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
四
五
一
）
三
五
九
七

〒
602
｜

8418

貫　
　
　

首　

別 
所 
日 
山

執　

事　

長　

音 

羽 
隆 
全

　
　
　
　
　

役
職
員
一
同

本
山
要
法
寺

貫　
　
　

首　

丹 

治 

日 

遠

〒
606
｜

8362

多
寶
富
士
山

日

本

宗京
都
市
左
京
区
新
高
倉
通
孫
橋
上
ル
法
皇
寺
町
四
四
八

電　

話　

〇
七
五
（
七
七
一
）
三
三
九
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
七
七
一
）
五
九
一
四

本
門
佛
立
宗
本
山　

宥

清

寺

　
　
　
　
　
　

髙 

須 

日 

良

執　

事　

長　

白 

石 

日 

是

事 

務 

局 

長　

奥 　

 

順 

作

京
都
市
上
京
区
一
条
通
七
本
松
西
入
滝
ヶ
鼻
町
一
〇
〇
五
―
一

　

電　

話　

〇
七
五
（
四
六
三
）
四
六
二
〇
㈹

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
七
五
（
四
六
三
）
四
六
五
一

〒
602
｜

8336

住　
　
　

職

二
十
六
世
講
有

京
都
八
本
山
会

会
本
・
本
山　
　

本
満
寺　

貫
首　

伊 

丹 

日 

章

大　

本　

山　
　

本
圀
寺　

貫
首　

伊 

藤 

日 

慈

大　

本　

山　
　

妙
顯
寺　

貫
首　
三
田
村 

日 

正

本　
　
　

山　
　

立
本
寺　

貫
首　

上 

田 

日 

瑞

本　
　
　

山　
　

妙
傳
寺　

貫
首　
野
々
垣 

日 

祐

本　
　
　

山　
　

頂
妙
寺　

貫
首　

安 

藤 

日 

瑛

本　
　
　

山　
　

妙
覺
寺　

貫
首　

及 

川 

日 

周

本　
　
　

山　
　

本
法
寺　

貫
首　

瀬 

川 

日 

照

京  

都　

 

法
華
門
流
懇
話
会

顕
本
法
華
宗　
　
　

総
本
山
妙
満
寺　

貫
首　

山
本
日
惠

法
華
宗
（
真
門
流
）
総
本
山
本
隆
寺　

貫
主　

上
田
日
献

法
華
宗
（
本
門
流
）
大
本
山
本
能
寺　

貫
首　

桃
井
日
英

本
門
法
華
宗　
　
　

大
本
山
妙
蓮
寺　

貫
首　

別
所
日
山

日

本
宗　
　
　
　

本　

山
要
法
寺　

貫
首　

丹
治
日
遠

本
門
佛
立
宗　
　
　

本　

山
宥
清
寺　

講
有　

髙
須
日
良

法
華
宗
（
陣
門
流
）
本　

山
本
禅
寺　

貫
主　

福
井
日
進

顕
本
法
華
宗　
　
　

本　

山
寂
光
寺　

貫
首　

大
川
日
仰

日

宗
大
本
山　
　

  

清

澄

寺

千
葉
県
鴨
川
市
清
澄
三
二
二
―
一

電　

話　

〇
四
（
七
〇
九
四
）
〇
五
二
五

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
（
七
〇
九
四
）
〇
五
二
七

〒
299
｜

5505

別　
　
　

当　

二 
宮 

日 

敬

執　

事　

長　

宮 
崎 
雅 

宣

　
　
　
　
　

役
職
員
一
同

団
参
に
は
是
非
、
研
修
会
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

一
六
〇
名
様
ま
で
可
。

日

聖
人

の
霊
場

出
家
得
度

立
教
開
宗

誕

生

寺

貫　
　
　

首　

石 

川 

日 

執　

事　

長　

角 

濵 

監 

鏡

千
葉
県
鴨
川
市
小
湊
一
八
三

電　

話　

〇
四
（
七
〇
九
五
）
二
六
二
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
（
七
〇
九
五
）
二
〇
五
五

〒
299
｜

5501

宗
祖
御
降
誕
霊
場

日

宗
大
本
山

宗
祖
御
降
誕
八
百
年
に
向
か
っ
て
の
祈
り

日

宗
霊
跡
本
山 

比
企
谷　

妙
本
寺

富
士
山
法
華
本
門
寺
根
源

貫　
　
　

首　

旭 　

 

日 

重

　
　
　
　
　
　

川 

名 

義 

顕

参　
　
　

与　

吉 

田 

日 

綱

参　
　
　

与　

井
野
上 

正 

文

〒
418
｜

0112

静
岡
県
富
士
宮
市
北
山
四
九
六
五

電　

話　

〇
五
四
四
（
五
八
）
一
〇
〇
四

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
四
四
（
五
八
）
〇
三
〇
三

日
興
上
人
御
聖
廟

日

宗
大
本
山

執　

事　

長

参　
　
　

与

日

宗
大
本
山　

中
山
法
華
経
寺

貫　
　
　

首　

新 

井 

日 

湛

参　
　
　

与　

田 

代 

浩 

敬

参　
　
　

与　

植 

田 

観 

樹

参　
　
　

与　

田 

中 

貞 

奨

参　
　
　

与　

松 

本 

慈 

恵

参　
　
　

与　

關 　

 

観 

亮

千
葉
県
市
川
市
中
山
二
―
一
〇
―
一

電　

話　

〇
四
七
（
三
三
四
）
三
四
三
三

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
七
（
三
三
四
）
一
七
九
六

〒
272
｜

0813

堀
之
内
妙
法
寺

山　
　
　

主　

山 

田 

日 

潮

東
京
都
杉
並
区
堀
之
内
三
―
四
八
―
八

電　

話　

〇
三
（
三
三
一
三
）
六
二
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
（
三
三
一
三
）
五
〇
〇
七

〒
166
｜

0013

や
く
よ
け
祖
師

日

宗
本
山

藻

原

寺

貫　
　
　

首　

持 

田 

日 

勇

総　
　
　

務　

増 

田 

寶 

泉

執　
　
　

事　

冨 

永 

一 

道

執　
　
　

事　

中 

川 

貫 

泰

千
葉
県
茂
原
市
茂
原
一
二
〇
一

電　

話　

〇
四
七
五
（
二
二
）
三
一
五
三

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
七
五
（
二
二
）
一
一
七
三

〒
297
｜

0026

日

門
下
お
題
目
初
唱
之
霊
場

日

宗
本
山
東
身
延

瑞

輪

寺

貫　
　
　

首　

井 

上 

日 

修

執　

事　

長　

稲 

荷 

泰 

雅

東
京
都
台
東
区
谷
中
四
―
二
―
五

電　

話　

〇
三
（
三
八
二
一
）
四
三
七
三

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三
（
三
八
二
一
）
七
〇
三
三

〒
110
｜

0001

徳
川
家
康
公
報
恩
創
建

日

宗
由
緒
寺
院

除
厄
安
産
飯
匙
の
祖
師
・
七
面
大
明
神
奉
安

平
成
三
十
三
年
二
月
十
六
日
は

宗
祖
御
降
誕
八
百
年
を

迎
え
ま
す

〒
248
｜

0007

神
奈
川
県
鎌
倉
市
大
町
一
―
一
五
―
一

電　

話　

〇
四
六
七
（
二
二
）
〇
七
七
七

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
四
六
七
（
二
五
）
六
九
六
七

貫　
　
　

首　

鈴 

木 

日 

敬
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昨
年
十
月
二
十
五
日
（
水
）、
日
蓮

宗
本
山
本
満
寺
に
お
い
て
、
日
蓮
聖
人

門
下
連
合
会 

京
都
理
事
会
が
開
催
さ

れ
、
全
門
連
及
び
京
都
門
連
役
職
員

各
聖
、
大
阪
門
下
懇
話
会
理
事
長
の

五
十
一
名
が
参
列
し
た
。

　

午
後
一
時
、
会
場
寺
院
で
あ
る
本
満

寺
の
伊
丹
日
章
貫
首
を
導
師
に
仰
ぎ
、

副
導
師
を
京
門
連
理
事
長 

橋
本
一
妙

師
、
京
門
連
副
理
事
長 

赤
塚
高
明
師
と

し
、
参
加
者
一
同
が
本
堂
に
参
列
し
て

法
味
を
言
上
し
た
。
そ
の
後
、
会
場
を

京
都
ブ
ラ
イ
ト
ン
ホ
テ
ル
へ
移
し
、
午

後
二
時
半
、
本
満
寺
の
沿
革
に
つ
い
て

伊
丹
日
章
貫
首
よ
り
ご
講
義
い
た
だ
い

た
。

　

午
後
三
時
半
、
小
林
順
光
理
事
長
が

座
長
と
な
り
理
事
会
を
開
会
し
、
事
務

局
よ
り
上
半
期
の
事
業
報
告
が
な
さ

れ
、
続
い
て
京
都
門
連
、
大
阪
門
下
懇

話
会
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
活
動
が
報
告
さ
れ

た
。

　

ま
た
、
平
成
三
十
三
年
二
月
十
六

日
に
お
迎
え
す
る
日
蓮
聖
人
御
降
誕

八
〇
〇
年
記
念
慶
讃
事
業
に
つ
い
て
、

事
務
局
よ
り
進
捗
状
況
等
が
報
告
さ
れ

た
。

　

理
事
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
出
席
者

同
士
が
和
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
親
睦

を
深
め
、
活
発
な
情
報
交
換
が
な
さ
れ

た
。

　

な
お
、
本
年
の
京
都
理
事
会
は
法
華

宗
（
本
門
流
）
大
本
山 

本
能
寺
を
会
場

と
し
て
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

京
都
理
事
会
開
催
さ
る

年
月
日

氏
　
名

宗
　
派

門
連
役
職

就
任
　
退
任

平
成
二
九
・
一
〇
・
二
〇

刀
一
晟

日
蓮
宗

幹
事

就
任

平
成
二
九
・
一
二
・
一
〇
久
永
晃
顕

吉
崎
長
生

法
華
宗
（
本
門
流
）
理
事

　
　
　

退
任

就
任

平
成
二
九
・
一
二
・
一
九
小
林
順
光

日
蓮
宗

理
事

　
　
　

退
任

平
成
二
九
・
一
二
・
一
九
小
林
正
雄

日
蓮
宗

常
任
理
事
　
　
　

退
任

平
成
二
九
・
一
二
・
二
〇
中
川
法
政

日
蓮
宗

理
事

就
任

平
成
二
九
・
一
二
・
二
〇
木
内
隆
志

日
蓮
宗

常
任
理
事

就
任

平
成
三
〇
・
一
・
一

伊
丹
日
章

桃
井
日
英

京
都
門
下
連
合
会

顧
問

　
　
　

退
任

就
任

平
成
三
〇
・
一
・
一

橋
本
一
妙

佐
藤
泰
慎

京
都
門
下
連
合
会

常
任
理
事
　
　
　

退
任

就
任

平
成
三
〇
・
一
・
一

赤
塚
高
明

橋
本
一
妙

京
都
門
下
連
合
会

理
事

　
　
　

退
任

就
任

▼
人
事
（
事
務
局
へ
の
連
絡
日
を
含
む
）

京
都
日
蓮
聖
人
門
下
連
合
会

事
業
開
催

　
お
会
式
法
要

　

十
月
八
日
、
秋
晴
れ
の
も
と
日
蓮
宗

大
本
山
本
圀
寺
に
於
い
て
宗
祖
御
入
滅

七
三
六
年
の
お
会
式
法
要
を
執
り
行
っ

た
。
法
要
に
先
立
ち
京
門
連
役
員
、
門

下
青
年
会
、
檀
信
徒
有
志
約
二
十
名
が

出
仕
し
市
中
唱
題
行
脚
を
実
施
し
、
山

科
本
圀
寺
か
ら
旧
粟
田
口
刑
場
地
跡
に

建
つ
日
ノ
岡
お
題
目
宝
塔
往
復
の
約
一

時
間
力
強
く
唱
題
行
脚
を
行
っ
た
。
お

題
目
宝
塔
前
で
は
、
旧
粟
田
口
刑
場
地

に
て
処
刑
さ
れ
た
一
万
五
千
人
の
処
刑

者
慰
霊
供
養
の
回
向
が
な
さ
れ
た
。
午

後
二
時
よ
り
大
本
堂
で
法
華
宗
（
真
門

流
）
総
本
山
本
隆
寺
貫
主
上
田
日
献
猊

下
の
﹁
お
題
目
で
覚
醒
を
﹂
と
い
う
講

題
で
人
間
の
持
っ
て
い
る
慈
悲
の
心
や

菩
提
心
の
真
髄
は
自
分
だ
け
で
は
な
く

他
の
人
の
為
に
精
一
杯
に
尽
く
す
こ
と

が
大
切
で
あ
り
、
他
の
人
に
尽
く
す
精

神
と
共
に
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
、

七
字
を
お
唱
え
し
自
分
た
ち
の
心
の
中

に
埋
も
れ
、
眠
れ
る
仏
性
を
覚
醒
し
、

淨
仏
国
土
の
顕
現
を
よ
り
一
層
進
め
て

　
　
京
都
理
事
会

　
　
　
平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
五
日

大
阪
日
蓮
聖
人
門
下
懇
話
会

事
業
開
催

　
第
二
十
五
回
合
同
御
会
式

　

合
同
御
会
式
が
昨
年
十
一
月
三
日
、

行
こ
う
と
い
う
熱
の
こ
も
っ
た
法
話
が

あ
り
、
続
い
て
御
宝
前
で
日
蓮
宗
寺
庭

婦
人
会
の
和
讃
部
よ
り
宗
祖
報
恩
供
養

の
和
讃
奉
納
演
奏
が
行
わ
れ
た
。
引
き

続
き
本
圀
寺
貫
首
伊
藤
日
慈
猊
下
大
導

師
、
京
門
連
正
副
理
事
長
副
導
師
の
も

と
宗
祖
日
蓮
聖
人
第
七
三
六
年
お
会
式

法
要
を
厳
修
し
、
宗
祖
の
遺
徳
を
偲
び

僧
俗
一
同
異
体
同
心
と
な
り
報
恩
の
妙

行
を
捧
げ
た
。

　
本
山
会
後
期
主
伴
会
開
催

　

年
末
の
十
二
月
二
十
二
日
に
一
年
を

締
め
く
く
る
門
下
本
山
会
の
後
期
主
伴

会
が
本
満
寺
貫
首
、
京
門
連
会
長
伊
丹

日
章
猊
下
主
催
の
も
と
に
開
催
さ
れ

た
。
会
合
で
は
各
宗
派
各
本
山
の
平
成

二
十
九
年
の
行
事
報
告
、
次
年
度
の
行

事
予
定
、
人
事
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
本
山

貫
首
、
総
務
、
執
事
よ
り
報
告
な
さ
れ

た
。
会
合
後
は
、
和
や
か
に
懇
親
を
深

め
る
忘
年
会
と
な
っ
た
。
本
年
は
四
月

に
法
華
宗
（
真
門
流
）
総
本
山
本
隆
寺

上
田
日
献
猊
下
、
十
一
月
に
本
門
法
華

宗
大
本
山
妙
蓮
寺
別
所
日
山
猊
下
の
御

晋
山
が
あ
り
、
新
猊
下
の
指
導
に
よ
り

各
本
山
、
京
門
連
の
更
な
る
隆
盛
、
発

展
、
降
誕
八
〇
〇
年
記
念
事
業
円
成
に

向
け
て
大
い
な
弾
み
と
な
る
慶
事
が
重

な
っ
た
。

本
門
法
華
宗

大
本
山
妙
蓮
寺
第
百
二
十
一
世

別
所
日
山
貫
首
晋
山
奉
告
法
要

　

昨
年
十
一
月
五
日
大
本
山
妙
蓮
寺
に

お
い
て
、
大
本
山
妙
蓮
寺
第
百
二
十
一

世
別
所
日
山
貫
首
晋
山
奉
告
法
要
を
執

り
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
れ
や
か
な
る
秋
空
の
も

と
、
午
後
一
時
に
本
隆
寺
様
よ
り
出
発
。

妙
蓮
寺
山
門
に
到
着
し
、
入
山
の
儀
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
二
時
三
十
分
、
京
都
日
蓮
聖
人

門
下
各
本
山
代
表
、
日
蓮
聖
人
門
下
各

聖
を
御
来
賓
に
お
迎
え
し
、
大
本
堂
に

お
い
て
晋
山
奉
告
法
要
が
奉
修
さ
れ
ま

し
た
。

　

御
宝
前
に
お
い
て
別
所
日
山
貫
首

は
、
本
山
歴
代
譜
を
松
本
日
望
御
閑

士
よ
り
拝
受
さ
れ
、
香
川
日
憲
総
長
よ

り
本
門
法
華
宗
管
長
叙
任
状
が
授
与
さ

れ
、
奉
告
文
、
京
門
連
福
井
日
進
猊
下
・

橋
本
一
妙
門
連
常
任
理
事
各
聖
代
表
献

香
、
唱
題
と
続
き
、
法
要
は
無
事
円
成

と
な
り
ま
し
た
。

　

午
後
五
時
か
ら
は
、
会
場
を
京
都
ホ

テ
ル
オ
ー
ク
ラ
に
移
し
て
祝
賀
会
が
開

催
さ
れ
、
京
門
連
福
井
日
進
猊
下
、
小

林
順
光
門
連
理
事
長
御
名
代
小
林
正
雄

上
人
よ
り
御
祝
辞
を
頂
戴
し
、
別
所
日

山
貫
首
の
御
挨
拶
、
貫
首
猊
下
・
福
井

日
進
猊
下
・
桃
井
日
英
猊
下
・
小
林
正

雄
上
人
・
二
瓶
海
照
台
下
・
橋
本
一
妙

上
人
・
田
中
壮
谷
賽
主
に
よ
る
鏡
開
き
、

祇
園
東
叶
家
の
皆
様
に
よ
る
祝
舞
が
あ

り
、
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
阪
市
北
区
の
圓
頓
寺
に
於
い
て
開
催

さ
れ
た
。
佐
藤
理
事
長
導
師
の
も
と
奉

行
さ
れ
、
多
数
の
会
員
教
師
と
檀
信
徒

が
列
席
し
た
。
法
要
後
、
妙
政
寺
住
職

松
井
英
光
師
に
よ
る
﹁
合
掌
の
こ
こ
ろ
﹂

と
題
し
た
法
話
と
、
旭
堂
南
鱗
師
匠
に

よ
る
講
談
﹁
日
蓮
聖
人　

御
一
代
記
﹂

が
演
じ
ら
れ
た
。

　
第
二
十
八
回
研
修
会

　

当
会
は
、
昭
和
六
十
三
年
に
日
蓮

聖
人
の
教
え
を
信
奉
す
る
八
教
団
の

寺
院
・
団
体
に
よ
り
発
足
し
三
十
年
に

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
昨
年
十
二
月

十
三
日
、
日
蓮
宗　

妙
光
寺
に
於
い
て

大
阪
日
蓮
聖
人
門
下
懇
話
会
三
十
周
年

特
別
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師

に
、
嵐
圭
史
氏
を
お
招
き
し
﹁
御
遺
文

か
ら
紐
解
く
大
聖
人
の
優
し
き
姿
﹂
と

題
し
て
お
話
を
い
た
だ
く
と
共
に
、
嵐

氏
の
主
演
作
品
﹃
日
蓮
﹄
の
一
場
面
や

裏
話
も
披
露
し
て
頂
き
ま
し
た
。
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◆
平
成
二
十
九
年

十
二
月
十
日
、
九

日
の
二
瓶
内
局
任
期
満
了
に
伴
い
、
新
た

に
第
三
次
二
瓶
内
局
が
発
足
。

新
内
局
は
二
瓶
海
照
宗
務
総
長
（
富
山
市 

信
行
寺
）、
三
吉
廣
明
総
務
部
長
（
世
田
谷

区 

妙
壽
寺
）、
清
水
常
光
教
学
部
長
（
尼

崎
市 

本
成
院
）、吉
崎
長
生
布
教
部
長
（
渋

谷
区 

立
正
寺
）、久
野
晃
秀
財
務
部
長
（
台

東
区 

本
性
寺
）、平
田
義
生
企
画
部
長
（
横

浜
市　

本
光
寺
）
の
六
名
が
就
い
た
。

◆
平
成
三
十
年
二
月
二
十
八
日

興
隆
学
林
専
門
学
校
の
平
成
二
十
九
年
度

卒
業
式
が
行
わ
れ
る
。
行
学
二
道
に
励
ん

だ
学
林
で
の
経
験
を
糧
に
、
卒
業
生
は
新

た
な
布
教
の
第
一
線
に
立
つ
。
当
校
は
他

門
流
・
一
般
信
徒
の
入
学
生
も
受
け
入
れ
、

現
在
通
学
中
。
平
成
三
十
年
度
の
新
入
生

を
募
集
中
（
※
）。

◆
三
月
七
日
、
第
三
十
一
回
法
華
宗
教
学

研
究
発
表
大
会
（
メ
ル
パ
ル
ク
京
都
）。
本

年
は
研
究
発
表
の
ほ
か
、
十
年
ぶ
り
の
受

賞
と
な
る
桂
林
学
術
賞
の
記
念
講
演
（
藤

村
泰
介
師
）
と
日
蓮
聖
人
の
浄
土
観
に
つ

い
て
の
特
別
講
演
（
山
野
俊
郎
先
生
）
が

計
画
さ
れ
て
い
る
。
一
般
聴
講
可
（
※
）。

◆
四
月
十
日
、
興
隆
学
林
専
門
学
校
入
学

式
。

◆
四
月
十
一
日
、
戦
没
者
慰
霊
法
要
（
千

鳥
ヶ
淵
墓
苑
）。

※
聴
講
希
望
、
学
林
へ
の
入
学
希
望
等
、

問
い
合
わ
せ
は
宗
務
院
（03-5614-3055

）

ま
で
。

（
後
藤
妙
扇
）

◆
十
月
二
日
・
三

日
の
二
日
間
に
わ

た
り
、
京
都
・
総
本
山
妙
満
寺
に
お
い
て

全
国
布
教
師
研
修
会
並
び
に
布
教
師
会
総

会
が
二
日
間
に
渡
り
開
催
さ
れ
た
。
研
修

会
で
は
、
布
教
総
監
・
河
村
日
斌
猊
下
を

講
師
に
迎
え
、「
日
蓮
聖
人
の
宗
旨
に
つ
い

て
」
と
題
す
る
講
義
と
特
命
布
教
師
・
川

崎
英
真
師
を
迎
え
、「
慶
長
法
難
以
後
の
殉

教
先
師
た
ち
」
〜
境
地
院
日
秀
上
人
の
法

勲
を
中
心
に
〜
と
題
す
る
講
義
が
そ
れ
ぞ

れ
行
わ
れ
た
。

◆
十
月
十
二
日
、
京
都
・
総
本
山
妙
満
寺

に
お
い
て
初
め
て
本
宗
寺
院
の
住
職
に
任

命
さ
れ
た
僧
員
の
奉
誓
式
が
執
り
行
わ
れ

た
。
本
年
は
、
本
盛
寺(

千
葉
県
長
生
郡

白
子
町)

住
職
・
川
崎
英
尚
師
、正
覚
寺(

千

葉
県
東
金
市)

住
職
・
児
玉
常
信
師
、
東

福
寺(

千
葉
県
東
金
市)

住
職
・
児
玉
常
優

師
、
妙
楽
寺(

京
都
府
木
津
川
市)

住
職
・

澤
地
真
也
師
の
四
名
が
参
列
し
、
御
宝
前

に
お
い
て
誓
願
さ
れ
た
。

◆
十
月
二
十
二
日
〜
十
月
三
十
一
日
、
宗

祖
日
蓮
大
聖
人
御
降
誕
八
百
年
記
念
と
し

て
、｢
イ
ン
ド
仏
跡
巡
拝
と
世
界
遺
産
を
訪

ね
る
旅｣
が
行
わ
れ
た
。
僧
員
だ
け
で
な

く
檀
信
徒
も
参
加
し
、
共
に
現
地
に
て
法

要
を
行
っ
た
。

◆
十
一
月
二
十
二
日
、
京
都
・
総
本
山
妙

満
寺
に
お
い
て
西
部
地
区
の
僧
員
研
修
会

が
開
催
さ
れ
た
。
河
村
日
斌
猊
下
を
講
師

に
迎
え
、「
日
蓮
聖
人
の
宗
旨
に
つ
い
て
」

と
題
す
る
講
義
が
行
わ
れ
た
。

◆
十
一
月
二
十
八
日
、
千
葉
・
浄
泰
寺
に

お
い
て
東
部
地
区
の
僧
員
研
修
会
が
開
催

さ
れ
た
。
教
学
研
究
所
所
長
・
窪
田
哲
正

師
を
講
師
に
迎
え
、乗
師『
西
谷
名
目
条
例
』

に
ま
な
ぶ
仏
教
用
語
の
基
礎
〜｢

六
波
羅

蜜｣

に
つ
い
て
〜
と
題
す
る
講
義
が
行
わ

れ
た
。

（
橘 

無
限
）

◆
九
月
四
日
〜
五

日
、
宗
内
の
全
教

師
を
対
象
と
し
た
中
央
行
学
講
習
会
が
愛

知
県
豊
橋
市
（
東
海
教
区
）
に
て
開
催
さ

れ
た
。
四
日
は
ホ
テ
ル
ア
ソ
シ
ア
豊
橋
を

会
場
と
し
、
開
講
式
の
後
、
講
義
が
行
わ

れ
た
。
第
一
講
義
は
、
学
林
教
授
、
村
上

東
俊
先
生
よ
り
「
釈
尊
の
故
郷
を
た
ど
る

―
発
掘
調
査
の
今
昔
と
法
華
宗
の
貢
献
―
」

と
題
し
て
、
お
話
を
頂
い
た
。
ま
た
第
二

講
義
は
教
学
部
長
の
布
施
義
高
先
生
よ
り

「
門
祖
日
陣
聖
人
の
ご
遺
徳
と
慧
眼
」
と
の

講
題
で
お
話
を
頂
い
た
。
五
日
は
豊
橋
市

内
の
乗
運
寺
、
本
門
寺
、
法
華
寺
の
三
寺

院
を
参
拝
し
、
閉
講
式
が
行
わ
れ
た
。
今

年
も
百
名
を
超
え
る
参
加
者
が
集
い
、
教

学
を
学
ぶ
と
共
に
よ
り
一
層
の
親
睦
を
深

め
あ
っ
た
。

◆
十
月
一
日
、
雅
楽
練
習
会
が
宗
務
院
に

お
い
て
行
わ
れ
た
。

◆
十
一
月
六
日
、
布
教
研
究
所
所
報
編
集

会
議
が
宗
務
院
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

◆
十
一
月
十
六
日
〜
十
七
日
、
別
院
巣
鴨

本
妙
寺
に
お
い
て
研
究
発
表
会
が
開
催
さ

れ
た
。
こ
の
発
表
会
は
、
宗
内
全
教
師
を

対
象
に
発
表
者
を
募
集
し
、
本
宗
の
教
学
・

教
学
史
・
教
団
史
を
は
じ
め
、
仏
教
学
各

分
野
や
教
化
学
な
ど
、
最
新
の
研
究
成
果

を
公
表
し
合
う
た
め
に
開
催
さ
れ
、
本
年

も
十
名
の
教
師
が
発
表
し
、
参
加
者
と
の

活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

◆
十
一
月
十
六
日
、
宗
学
研
究
所
所
員
会

が
宗
務
院
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

◆
十
一
月
十
七
日
、
学
林
教
授
会
が
宗
務

院
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

◆
十
二
月
四
日
〜
五
日
、
宗
務
院
に
お
い

て
新
住
職
・
学
生
・
沙
弥
合
同
研
修
会
が

開
講
さ
れ
た
。
教
学
だ
け
で
な
く
、
講
師

の
体
験
を
交
え
た
布
教
活
動
の
実
際
に
つ

い
て
の
講
義
を
受
け
、
新
住
職
は
法
話
実

修
な
ど
を
行
い
研
鑽
に
励
ん
だ
。

◆
一
月
二
十
五
日　

宗
務
院
に
お
い
て
第

百
二
十
八
次
法
華
宗
臨
時
宗
会
が
開
催
さ

れ
た
。

（
竹
内
敬
雅
）

◆
平
成
二
十
九
年

六
月
十
三
日
、
ブ

ラ
ジ
ル
で
最
大
規
模
の
大
学
、
エ
ス
タ
シ

オ
大
学
に
お
い
て
佛
立
宗
の
信
仰
に
関
す

る
講
演
が
一
般
市
民
を
対
象
に
二
時
間
に

わ
た
り
行
わ
れ
た
。
講
演
者
は
福
岡
日
雙

師
（
神
戸
・
香
風
寺
）。
講
演
は
英
語
で
な

さ
れ
、
こ
れ
を
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
に
通
訳
者

が
訳
し
て
伝
え
る
か
た
ち
で
行
わ
れ
た
が
、

約
三
百
人
の
聴
講
者
は
時
に
感
嘆
の
声
を

あ
げ
、
時
に
笑
い
声
を
た
て
な
が
ら
熱
心

に
聴
き
入
っ
た
。

　

講
演
の
内
容
は
佛
立
信
仰
を
軸
に
し
た

仏
教
の
教
理
と
修
行
の
あ
り
方
に
つ
い
て

で
あ
っ
た
が
、
聴
講
者
の
一
人
は
「
ブ
ラ

ジ
ル
は
キ
リ
ス
ト
教
国（
カ
ト
リ
ッ
ク
）で
、

仏
教
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
よ
く
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
今
回
、
福
岡
師
の
講
話
を

聴
講
し
て
仏
教
は
す
ば
ら
し
い
宗
教
だ
と

い
う
印
象
を
も
ち
ま
し
た
。
も
っ
と
も
っ

と
お
話
し
を
聞
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

語
っ
て
い
た
。
講
話
の
最
後
に
は
聴
衆
か

ら
「
御
題
目
の
唱
え
方
を
教
え
て
下
さ
い
」

と
の
声
が
あ
が
り
、
福
岡
師
が
指
導
、
つ

い
に
は
聴
衆
全
員
が
唱
え
る
御
題
目
口
唱

会
に
な
っ
た
。

　

六
月
十
八
日
に
は
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
文
化

ホ
ー
ル
で
も
同
様
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、

大
勢
の
聴
講
者
で
会
場
は
賑
わ
っ
た
。

◆
本
門
佛
立
宗
の
第
十
九
世
講
有
・
本
山

宥
清
寺
第
六
十
世
住
職
・
誕
生
寺
第
六
世

住
職
・
講
尊
・
梶
本
日
裔
上
人
が
、
去
る

九
月
二
日
午
後
四
時
四
十
五
分
、
ご
老
衰

の
た
め
、
ご
遷
化
あ
そ
ば
さ
れ
た
。
法
寿

九
十
五
歳
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
九

月
五
日
午
前
十
一
時
よ
り
、
講
有
・
日
良

上
人
導
師
の
も
と
、
誕
生
寺
葬
が
執
行
さ

れ
た
。
ま
た
宗
葬
は
、
十
二
月
五
日
、
全

国
寺
院
住
職
、
事
務
局
長
の
参
列
の
も
と

本
山
宥
清
寺
に
て
執
行
さ
れ
た
。

◆
昨
年
十
月
か
ら
四
回
に
わ
た
っ
て
奉
修

さ
れ
る
佛
立
開
導
日
扇
聖
人
ご
生
誕
二
百

年
『
慶
讃
本
山
法
要
』
の
最
終
の
法
要
が
、

去
る
十
月
八
日
に
厳
修
さ
れ
、
二
五
一
〇

名
の
参
詣
者
で
賑
わ
っ
た
。

◆
本
門
佛
立
宗
が
運
営
す
る
京
都
佛
立

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
お
い
て
、
明
治
維
新

百
五
十
年
記
念
展
示
『
維
新
外
伝 

〜
日
本

の
ア
ナ
ザ
ー
ス
ト
ー
リ
ー
ズ
〜
』
が
平
成

二
十
九
年
十
一
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
年

五
月
六
日
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
語
り
継
が
れ
て
い
る
「
明
治
維
新
」

を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
な
が
ら
、
歴
史
に

埋
も
れ
た
明
治
維
新
の
ア
ナ
ザ
ー
ス
ト
ー

リ
ー
の
数
々
を
紹
介
し
て
い
る
。
明
治
維

新
の
背
後
に
あ
っ
た
権
謀
術
数
渦
巻
く
壮

絶
な
権
力
闘
争
、
思
想
や
信
仰
の
対
立
。

そ
の
闘
争
や
対
立
は
凄
惨
な
国
内
戦
争
と

な
り
、
後
の
日
本
人
の
歩
み
に
も
暗
い
影

を
落
と
し
、
得
体
の
知
れ
な
い
暗
い
影
は

現
代
の
日
本
に
も
深
い
闇
を
生
み
出
し
て

い
る
。

　

海
援
隊
の
『
閑
愁
録
』
や
『
藩
論
』、
そ

の
詳
細
な
解
説
を
展
示
。
同
時
に
、
海
援

隊
を
絶
賛
し
た
幕
末
維
新
の
仏
教
改
革
者
・

長
松
清
風
、
鎌
倉
時
代
に
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

の
原
型
を
示
し
た
世
界
的
宗
教
家
・
日
蓮

の
生
涯
や
思
想
を
紹
介
し
て
い
る
。
入
場

無
料
。

京
都
佛
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
京
都
市
上
京

区
御
前
通
一
条
上
る
東
竪
町
一
一
〇

◆
本
門
佛
立
宗
で
は
、
佛
立
開
導
日
扇
聖

人
ご
生
誕
二
百
年
慶
讚
ご
奉
公
の
一
環
と

し
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
「
本
門
佛
立
宗
ア
プ
リ
」
を
リ
リ
ー

ス
し
た
。
こ
の
佛
立
ア
プ
リ
は
お
看
経（
御

題
目
口
唱
）・
お
参
詣
を
お
手
伝
い
し
、
本

門
佛
立
宗
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

く
た
め
の
機
能
を
備
え
て
い
る
。

（
長
松
清
潤
）

◆
九
月
九
日
、
新

内
局
発
足
（
堀
智

泰
宗
務
総
長
）

◆
十
月
五
日
〜
十
四
日
、
総
本
山
本
隆
寺

に
於
い
て
、
秋
季
学
林
開
講
。

◆
十
月
十
二
〜
十
三
日
、
総
本
山
本
隆
寺

に
於
い
て
、
日
蓮
大
聖
人
御
報
恩
御
会
式

法
要
奉
修
。御
会
式
法
要
の
他
、新
説
式（
初

転
法
輪
）
挙
行
。

◆
十
月
二
十
四
〜
二
十
五
日
、
第
二
教
区

護
法
会
合
掌
の
旅
開
催
。

◆
十
一
月
四
〜
五
日
、
総
本
山
本
隆
寺
に

於
い
て
、
東
山
未
生
流
い
け
ば
な
展
開
催
。

◆
十
二
月
六
日
〜
七
日
、「
平
成
二
十
九
年

度
定
期
宗
会
」
開
催
。

◆
一
月
一
日
〜
八
日
、
総
本
山
本
隆
寺
に

於
い
て
、
年
頭
国
祷
会
・
法
華
八
講
開
催
。

（
森
田
量
哲
）

◆
九
月
九
日
、
青

年
部
会
第
一
回
研

修
会

◆
十
月
十
二
日
、
大
本
山
妙
蓮
寺
（
別
所

日
山
貫
首
）
に
於
い
て
、
宗
祖
日
蓮
大
聖

人
御
会
式
法
要
を
奉
修
。

◆
十
一
月
五
日
、
大
本
山
妙
蓮
寺
第

百
二
十
一
世
貫
首
別
所
日
山
猊
下
晋
山
奉

告
法
要
を
大
本
山
妙
蓮
寺
に
於
い
て
奉
修
。

◆
十
一
月
十
二
日
、
大
本
山
妙
蓮
寺
に
於

い
て
御
開
山
日
像
菩
薩
御
報
恩
法
要
並
び

に
三
師
会
・
歴
代
上
人
法
要
を
奉
修
。

◆
一
月
三
十
・
三
十
一
日
、
青
年
部
会
第
一

回
交
流
会
。

◆
本
門
法
華
宗
学
院
（
渡
辺
日
恩
学
院

長
）
第
百
六
十
二
回
教
学
講
習
会
を
八
月

三
十
一
日
・
九
月
一
日
、
第
百
六
十
三
回

同
講
習
会
を
十
一
月
二
十
七
・
八
日
、
卯
木

講
堂
に
て
開
講
。

◆
布
教
誌
『
生
き
る
』
第
六
十
九
号
、
信

報
『
信
行
』
第
百
八
十
八
号
を
一
月
一
日

に
発
行
。

（
吉
村
光
敬
）

◆
十
月
一
日
、
月

旦
大
国
祷
。
七
日
、

宗
教
法
人
国
柱
会
九
州
地
方
連
合
局
婦
人

部
大
会
（
於
、
長
崎
ブ
ル
ー
ス
カ
イ
ホ
テ

ル
。八
日
ま
で
開
催
）に
賽
主
先
生
御
出
向
。

十
日
、
日
蓮
聖
人
佐
渡
法
難
会
慶
讃
法
要
。

御
聖
日
集
会
（
担
当
、
松
本
充
子
講
師
補
）

開
催
。
十
二
日
、
池
上
大
坊
本
行
寺
参
拝

並
び
に
池
上
本
門
寺
屋
外
宣
伝
に
中
央
有

志
参
加
。
本
部
に
て
日
蓮
聖
人
御
逮
夜
法

要
厳
修
。
十
三
日
、
日
蓮
聖
人
鶴
林
会
報

恩
大
法
要
。
御
聖
日
集
会
・
法
華
経
講
習

会
（
両
担
当
、
田
中
い
く
子
講
師
）
開
催
。

十
四
日
、
妙
宗
大
霊
廟
各
局
輪
番
常
勤
給

仕
。
翌
日
ま
で
開
催
。
十
五
日
、
妙
宗
大

霊
廟
例
月
供
養
会
。
十
七
日
、
恩
師
忌
常

勤
給
仕
。
賽
主
先
生
以
下
本
部
員
給
仕
。

二
十
日
、
身
延
先
発
に
て
森
山
講
師
出
向
。

二
十
一
日
、
第
五
十
三
回
身
延
大
祖
廟
輪

番
給
仕
国
柱
会
奉
仕
団
。
二
十
二
日
ま
で

開
催
。
二
十
五
日
、
日
蓮
聖
人
門
下
連
合

会
京
都
理
事
会（
於
、日
蓮
宗
本
山
本
満
寺
・

京
都
ブ
ラ
イ
ト
ン
ホ
テ
ル
）に
、賽
主
先
生
・

森
山
常
任
理
事
出
席
。
二
十
九
日
、
明
治

百
五
十
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
於
、
星

陵
会
館
）
に
、
森
山
実
行
委
員
出
向
。
賽

主
先
生
以
下
中
央
有
志
出
席
。

◆
十
一
月
一
日
、
月
旦
大
国
祷
。
三
日
、

明
治
節
慶
讃
法
要
。
賽
主
先
生
以
下
中
央

同
志
、
明
治
神
宮
参
拝
。
十
一
日
、
日
蓮

聖
人
小
松
原
法
難
会
慶
讃
法
要
。
御
聖
日

集
会
（
担
当
、
田
中
建
夫
講
師
補
）
お
よ

び
法
華
経
講
習
会
（
担
当
・
田
中
い
く

子
講
師
）
開
催
。
本
部
理
事
会
・
監
査
。

十
五
日
、
ロ
ー
タ
ス
ヴ
ィ
ラ
消
防
訓
練
。

十
六
日
、
全
国
定
例
協
議
員
会
開
催
。
恩

師
田
中
智
学
先
生
御
逮
夜
法
要
。
式
後
、

追
憶
の
集
い
開
催
。
十
七
日
、
第
七
十
九

遠
忌
恩
師
田
中
智
学
先
生
報
恩
大
会
。
式

後
、
報
恩
の
集
い
開
催
。
十
八
日
、
妙
宗

大
霊
廟
各
局
輪
番
常
勤
給
仕
。
翌
日
ま
で

開
催
。十
九
日
、妙
宗
大
霊
廟
例
月
供
養
会
。

二
十
一
日
、
明
治
の
日
推
進
協
議
会
実
行

委
員
会
（
於
、衆
議
院
第
二
議
員
会
館
）
に
、

森
山
実
行
委
員
出
席
。
三
十
日
、
日
蓮
聖

人
門
下
連
合
会
機
関
紙
編
集
委
員
会
お
よ

び
日
蓮
聖
人
御
降
誕
八
百
年
慶
讃
諸
事
業

推
進
委
員
会
（
於
、日
蓮
宗
宗
務
院
）
森
山
・

的
場
春
奈
両
実
行
委
員
出
席
。

◆
十
二
月
一
日
、
月
旦
大
国
祷
。
三
日
、

湘
南
局
員
清
掃
奉
仕
。
九
日
、
ロ
ー
タ
ス

ヴ
ィ
ラ
合
同
慰
霊
祭
。
十
六
日
、
妙
宗
大

霊
廟
各
局
輪
番
常
勤
給
仕
、
翌
日
ま
で
開

催
。
観
富
山
龍
華
寺
・
小
倉
弘
運
上
人
本

葬
儀
に
森
山
理
事
代
理
参
列
。
十
七
日
、

妙
宗
大
霊
廟
例
月
供
養
会
。
テ
レ
ビ
東
京

報
道
局
ニ
ュ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
『
ゆ
う
が
た

サ
テ
ラ
イ
ト
』
ス
タ
ッ
フ
来
園
。
賽
主
先

生
撮
影
取
材
。
二
十
三
日
、
天
長
節
慶
讃

法
要
。
三
十
一
日
、
福
茶
の
会
・
送
旧
迎

新
式
。

（
森
山
真
治
）

平
成
三
十
年
度
行

事
予
定

◆
一
月
二
十
四
日
（
水
）
新
年
理
事
会
（
レ

ス
ト
ラ
ン
菊
水
）
今
年
度
会
長
桃
井
日
英

猊
下
、
副
会
長
伊
丹
日
章
猊
下
、
理
事
長

佐
藤
泰
慎
師
、
副
理
事
長
橋
本
一
妙
師
。

◆
二
月
十
六
日
（
金
）
総
会
・
御
降
誕
会

（
法
華
宗
本
門
流
大
本
山
本
能
寺
）
導
師
本

能
寺
貫
首
桃
井
日
英
猊
下
、
講
師
日
蓮
宗

本
山
貫
首
及
川
日
周
。

◆
三
月
七
日
（
水
）　

理
事
会
（
本
能
寺
文

化
会
館
）
立
教
開
宗
会
の
件
。

◆
四
月
二
十
八
日（
土
）　

立
教
開
宗
会（
比

叡
山
横
川
定
光
院
）
導
師
法
華
宗
本
山
貫

首
猊
下
、講
師
日
蓮
宗
布
教
師
、観
光
参
拝
。

◆
六
月
初
旬
予
定　

理
事
会
（
本
能
寺
文

化
会
館
）
第
五
十
四
回
夏
季
大
学
の
件
。

◆
六
月
中
旬
予
定　

門
下
本
山
会
主
伴
会

　

当
番
法
華
宗
本
門
流
大
本
山
本
能
寺
。

◆
五
月
か
六
月
頃
予
定　

全
門
身
延
理
事

会
（
身
延
山
久
遠
寺
）
会
長
、
理
事
長
等

出
席
。

◆
八
月
二
十
五
日
（
土
）
第
五
十
四
回
夏

季
大
学
（
本
能
寺
文
化
会
館
）
講
師
桃
井

日
英
猊
下
（
大
本
山
本
能
寺
貫
首
）
そ
の

他
講
師
未
定
。

◆
同
日　

理
事
会
（
本
能
寺
文
化
会
館
）

御
会
式
の
件
。

◆
十
月
六
日
（
土
）
御
会
式
（
大
本
山
本

能
寺
）
導
師
桃
井
日
英
猊
下
、
講
師
日
蓮

宗
本
山
貫
首
。

◆
十
月
下
旬
予
定　

全
門
京
都
理
事
会（
法

華
宗
本
門
流
大
本
山
本
能
寺
）。

◆
十
二
月
中
旬
予
定　

理
事
会
（
本
能
寺

文
化
会
館
）
行
事
報
告
、
会
計
報
告
の
件
。

◆
十
二
月
二
十
二
日
（
土
）
門
下
本
山
会

主
伴
会　

当
番
日
蓮
宗
本
山
本
満
寺
。

（
永
岡
龍
明
）

◆
本
年
は
三
月
に

北
関
東
教
区
、
四

月
に
中
四
国
教
区
、
十
月
に
近
畿
教
区
、

十
一
月
に
九
州
教
区
で
宗
祖
降
誕
八
〇
〇

年
慶
讃
記
念
大
会
が
開
催
予
定
。

◆
昨
年
十
二
月
十
五
日
に
開
催
さ
れ
第

一
一
三
臨
時
宗
会
で
、
新
た
に
宗
務
総
長

に
中
川
法
政
師
が
決
ま
り
、
同
月
二
十
日

に
は
、
新
宗
務
内
局
を
発
足
し
た
。
伝
道

局
長
に
塩
田
義
徹
師
、
総
務
局
長
に
松
永

慈
弘
師
、
伝
道
部
長
に
松
井
大
英
師
、
教

務
部
長
に
北
山
孝
治
師
、
総
務
部
長
に
大

場
正
昭
師
、
財
務
部
長
に
木
村
吉
孝
師
、 

　

宗
務
総
長
室
長
に
木
内
隆
志
師
、
日
蓮

宗
現
代
宗
教
研
究
所
長
に　

三
原
正
資
師
。

日
蓮
宗
新
聞
社
社
長
に
渡

義
生
師
。

（
大
澤
宏
明
）

日
　
　
　
宗

顕
本
法
華
宗

本
門
佛
立
宗

本
門
法
華
宗

国

柱

会

京
都
門
下
連
合
会

法
華
宗（
本
門
流
）

法
華
宗（
陣
門
流
）

法
華
宗（
真
門
流
）

　
日

聖
人
門
下
連
合
会

●
目
的

本
会
は
日

聖
人
の
理
想
を
実
現
す
る
た

め
、
祖
廟
を
中
心
と
し
て
門
下
各
派
及
び

教
団
並
び
に
地
方
門
下
連
合
会
の
連
絡
、

協
力
、
団
結
を
教
化
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

●
事
業

本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、

左
の
事
業
を
行
う
。

１
、
祖
廟
護
持
の
組
織
強
化

２
、
教
育
事
業
の
提
携

３
、
布
教
の
連
合
強
化

４
、
懇
談
会
・
研
究
会
・
講
演
会
等
の

　
　

開
催

５
、
各
種
出
版
物
の
刊
行

６
、
海
外
布
教
の
提
携
及
び
交
流

７
、
対
外
的
な
各
種
の
運
動

８
、
そ
の
他

●
加
盟
団
体

日

宗　
　
　

法
華
宗（
本
門
流
）

顕
本
法
華
宗　
　
　

法
華
宗（
陣
門
流
）

本
門
佛
立
宗　
　
　

日

本

宗

法
華
宗（
真
門
流
）　
　
　

本
門
法
華
宗

国

柱

会　
　
　

日
本
山
妙
法
寺

京
都
門
下
連
合
会


